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１ 計画の位置づけ 

  本プランは、男女共同参画社会を形成するための本市の施策を示す「行政

計画」と市民・事業者・行政が一体となって取り組む「社会計画」の二つの

性格を持つものです。 

  また、男女共同参画社会基本法第１４条に基づき定める計画であるととも

に、「秦野市総合計画」の個別計画として位置づけられるものです。 

  さらに、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」(以

下ＤＶ法※)に基づく DV 対策基本計画及び平成 27 年（2015 年）8 月に成立

した「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」（以下「女性活躍推

進法」）に基づく推進計画として位置づけるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 計画の概要 

整合 

第４次男女共同参画 

 基本計画（国） 

かながわ 

男女共同参画プラン 

第３期はだの男女共同参画プラン 

秦野市総合計画 
HADANO2020 プラン 

秦野市子ども・子育て支援事業計画 

第 6 期 秦野市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

第 4 期 秦野市障害者福祉計画・障害福祉計画 

秦野市人権施策推進指針 

はだのわくわく教育プラン 

秦野市生涯学習推進計画  

秦野市地域福祉計画 

第 2 次はだの生涯元気プラン 
健康はだの２１（第３期）         

男女共同参画社会 

基本法 

勘 案 

個別計画 

女性活躍推進法に基づく推進計画 

ＤＶ法に基づく DV 対策基本計画 
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２ 計画期間 

  国の計画及び本市総合計画との整合を図るため、両計画の目標年次と同一

の平成 32 年度（2020 年度）を目標年次と定める５ヵ年計画とします。 
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男 女 が 互 い を 尊 重 し 、 協 力 し 、 助 け 合 う こ と が で き る 社 会 の 実 現 

Ⅰ
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